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女性も泣いた、男性も泣いた

試写会場は感動の渦
、恋文n のジャーナリスト用試写は6月から松竹試写室

にて頻繁に行なわれている。この映画の噂を聞いて駆け
つけてくる雑誌編集者、新聞記者、 TVディレクター、

00、映画評論家等で毎回試写室は満員。感動のあまり

一言も発せずに次の仕事ヘ向かう入、泣き顔ガ臓かしく

てなかなか席を立てない入、帰り道に立ちi上まって話し

込んでしまう人達・・・以恋文、は日頃映画を見慣れている

ジャーナリストのゆにまで深く入りこんでしまつだ。

*r久しぶりに戸ダルトで奥ゆきの深い映画iこ出会いまし

だ」 くノンノ・岸田文総さん〉

貴「ドカーン、恋文だ…〈絶句)...1

くI ~ラ工ティ劃編集長・大塚憲こさん〉

宵「こんなに素敵なショーケンを見だのは初めてですJ

くエル・ジヤボン・中原家さん〉*r日本の映画で、大人の女の感情を、ここまできちんと
描いた映画は珍らしいJく映画評論家・小藤田千栄子さん〉

脅「涙で見えなかっだのでもう一度見だしU くおすぎ〉

本年度各映画賞総ざらいか

力強い愛の傑作

ある朝、夫の将ーはサンダルばきでふらりと出かけて

いきさ去した。そして結局夫は二度と家へは戻りませんで
しだ…..。

かつての恋人から届いだ一通の手紙を残して去ってい

つだ夫。それには、どうか私のことは大袈裟に考えず、

御自分の道を迷わずに歩いて下さい。江津子、、と審かれ

ていた。不治の病にかかり、あと半年の命の替の恋人の

めんどうを見ょうという夫の決ゅはとても留かった。夫

のゆにあった夫だけの世界に戸惑う妻郷子。男と女。人

間と人間の愛のドラマガ今始まる。男の人生、女の人生、

人間としての人生をみずみずしい感性で描ききつだ感動

の物語。

本年度ベストワンの声高<、イ乍昂賞、監督賞〈神代辰巳〉

主演男女優賞〈萩原健一、倍賞美津子〉助演女優賞〈高

橋恵子〉脚本賞〈高田純〉等各映画賞総ざらいの噂高い

愛の傑作である。
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直木賞受賞、25万部ベストセラーの映画化/

原作者連城三紀彦が語る映画「恋文J

…その賞の発表ガあつだ時より、完成しだ映画の試写

を観だ時の方ガ、僕にはずっと嬉しくありましだJこん

なこと現実にあるだろうかJ と思わせだに違いない原作

ガ「これが現実だろうJ と思わせる映画に変わっていま

す。高橋恵子さんの奥ゆきの増しだ美しさを一辺に戴い

て、萩原健ーさんと倍賞美津子さんの個性と演技力ガ五

分で渡りあっているこの映画は既婚者には他人事とは思

えないものになり、これから結婚する人だち{こも、夫婦

というものを、男と女というものを改めて考えさせるも

のになると思います。生々しくなるぎりぎりの線上に成

立しているこの現実の正三角形を、僕は原作よりずっと
きれいなものと思っています。 く-:JJ!!J'玉石ζワ歯粋〉


